
重量 AT 車用燃費シミュレーションプログラムの使用方法  

 

1. 使用方法 

 

(1) 計算プログラムのファイル構成は以下の通り． 

  

実行 
プログラム 

入力データ 
 

 ENG：エンジン諸元 
 TM：変速機諸元 
 TC：トルクコンバータ諸元 
 CTRL：変速設定 

車両諸元サンプルデータ 
 SPEC_T3_NRML7_T（ロックアップのみ） 
 SPEC_T3_SLU7_T（スリップロックアップ） 
 SPEC_T3_NIDL7_T（ニュートラルアイドル） 
 SPEC_T3_ISTOP7_T（アイドルストップ） 
 SPEC_T3_ALL7_T（全て適用） 

 

 

 

 

(2) 車両諸元，エンジン諸元，変速機諸元，トルコン諸元，シフト制御設定の各入力フ

ァイルを作成する. 

 

(3) コマンドプロンプトから，「FCAT_TRIAS.exe」を実行，メッセージに従って車両諸

元のファイル名と出力ファイル名を入力する. 
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(4) または，実行ファイル名と入力，出力ファイル名を続けて入力して実行することも

可能. 

 
 

Command-line parameters 

>> FCAT_TRIAS [車両諸元ファイル名] [出力ファイル名] 

ex) fcat_trias  spec_nrml7_t.txt  out-nrml.txt 

 

(5) 燃費が計算され，指定したファイルに結果が書き出される． 

画面にも入力パラメータの一覧が表示される． 
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2. 入力データの作成方法 

2.1 車両諸元ファイル 

 

ex) SPEC_T3_NRML7.txt 

 

車両諸元のコメントを記入す

る． 
燃費区分を入力する． 
注）を参照のこと． 

注) 燃費区分No.は下記の通り，名前で指定する．  

貨物自動車（トラクタ以外）： T1, T2, T3, T4, T5, T6, T7, T8, T9, T10, T11  

貨物自動車（トラクタ）： TT1, TT2  

路線バス： BR1, BR2, BR3, BR4, BR5  

一般バス： B1, B2,B3, B4, B5, B6, B7  

各燃費区分 No.の標準車両諸元と都市間走行比率は，4.を参照のこと． 

 

※ 各データファイルの指定には相対パスを使うこと． 

※ ファイル名はダブルクオーテーションで囲むこと．  

  ex)  "./sample/file/name.txt"  

 

 

2.2 エンジンデータ 

(1) エンジン諸元ファイル  

ex) ENGT3_2.txt 
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(2) 燃費マップ 

ex) FUELMAP2.txt 

 

先頭の 2 行はラベルとする.

アイドル回転数で 4 点以上のデータを入力. 

回転数，トルク，燃料消費量を 1 行に 1 セットず

つ入力する． 
燃料消費量は有効数字 5 桁の指数形式で入力． 

データ間はタブで区切る． 
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(3) エンジントルクマップ 

ex) ENGTQMAP.TXT 
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開度，エンジン回転数，トルクを 1 行に 1 セ

ットずつ入力する． 

開度 100% 

開度 90% 

開度 0%

1 行目はラベルとする． 
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2.3 変速機諸元ファイル 

ex) TMT3-2STD.txt 

 

発進ギヤは１以上とする 

ギヤ段数と同数のデータを入力す

ること 

 

 

2.4 トルクコンバータデータ 

(1) トルクコンバータ諸元ファイル 

ex) TQCVTR.txt 

 

 
 

 

(2) 容量係数 

ex) CF_DRV.TXT (正駆動時の例) 

 

1 行目はラベルとする． 

速度比，容量係数の順で 1 行に 1 セットずつ

入力する． 

逆駆動時の容量係数も同じフォーマットで入力する． 
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(3) トルク比 

ex）TR_DRV.txt （正駆動時の例） 

 

 

 

(4) Oil pump loss torque 

ex）OPLOSSTQ.txt 

 

 

 

 

1 行目はラベルとする． 

速度比，トルク比の順で 1 行に 1 セットずつ

入力する． 

逆駆動時のトルク比も同じフォーマットで入力する．

1行目はラベルとする． 
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２．５ 変速・ロックアップ設定 

(1) 変速制御設定ファイル 

以下の項目を入力して変速制御設定ファイルを作成します． 

-------------------------------------------------------------------------- 

(1) "シフトアップマップ ファイル名 " 

(2) "シフトダウンマップ ファイル名" 

 

(3) "ロックアップ ON マップ ファイル名 " 

(4) "ロックアップ OFF マップ ファイル名" 

 

(5) ニュートラルアイドルの有無（あり：1，なし：0） 

ニュートラルアイドルありの場合，以下の 5項目を定義する． 

･停止からニュートラルアイドル作動までの待ち時間（秒） 

･JE05 モード始動時 25 秒間でのニュートラルアイドル動作（あり：1，なし：0) 

･この時のニュートラルアイドル作動までの待ち時間（秒） 

･ニュートラルアイドル時の速度比（0～1） 

･"ニュートラルアイドル時の容量係数データ ファイル名 " 

 

(6) アイドルストップの有無（あり：1，なし：0） 

アイドルストップありの場合，以下の 3項目を定義する． 

･停止からアイドルストップまでの待ち時間（秒） 

･JE05 モード始動時 25 秒間でのアイドルストップ動作（あり：1，なし：0) 

･この時のアイドルストップ作動までの待ち時間（秒） 

-------------------------------------------------------------------------- 

 

 

ex.1 ) CTRL-NRML7.TXT 

       ・ロックアップ：あり 

       ・ニュートラルアイドル，アイドルストップ：なし 

 

ニュートラルアイドル，アイドルス

トップは「なし」 
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ex.2) CTRL-NIDL7.TXT 

       ・ロックアップ，ニュートラルアイドル：あり 

       ・アイドルストップ：なし 

 

 

ニュートラルアイドルの設定を記述 

 

 

 

ex.3) CTRL-NIDL7B.TXT 

       ・ロックアップ，ニュートラルアイドル：あり  

       ただし，JE05 開始 25 秒間のニュートラルアイドルは無しとする． 

       ・アイドルストップ：なし 

 

  

JE05 開始時のニュートラルアイドルを無しとする場合，次の行の待ち時間は 0 を入力

すること． 
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ex.4) CTRL-ISTOP7.TXT 

       ・ロックアップ，アイドルストップ：あり  

       ・ニュートラルアイドル：なし 

 

 

アイドルストップの設定を記述 

 

 

 

 

ex.5) CTRL-ISTOP7B.TXT 

       ・ロックアップ，アイドルストップ：あり 

       ただし，JE05 開始 25 秒間のアイドルストップは無しとする． 

       ・ニュートラルアイドル：なし 

 

 
JE05 開始時のアイドルストップを無しとする場合，次の行の待ち時間は 0 を入力する

こと．  
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ex.6) CTRL-ALL7.TXT 

       ・ロックアップ，ニュートラルアイドル，アイドルストップ：有り  

 

 

ロックアップマップ 

変速マップ 

ニュートラルアイドル設定 

アイドルストップ設定 
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(2) シフトアップマップ，シフトダウンマップ 

ex) MAP_SUP4.txt (シフトアップマップの例) 
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※ シフトダウンマップも同じ 

  フォーマットで作成すること． 

 

(3) ロックアップマップ 

ex) MAP_LUON3.txt (ロックアップ ON マップの例) 

 

 
 

※ ロックアップ OFF マップも同じフォーマットで作成すること．

速度 km
Speed km/h 

 

アップONの場合は 2 を入力．

※ギヤ段には変速前のギヤ位置を入力 

ギヤ段，開度，プロペラシャフト回転数，変速後ロックアップ

の順に，1 行に 1 セットずつ入力する． 

1 行目はラベルとする．
変速後のロックアップ状態．ロッ

クアップOFFの場合は 0 を入力 

変速後のロックアップ状態．ロック
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ギヤ段，開度，プロペラシャフト回転数の順に，

1 行に 1 セットずつ入力する． 

1 行目はラベルとする 
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3.出力データ 

 

 

主要な入力条件（ファイル名

など）が出力される． 

計算結果（燃費，平均速度）

が出力される． 

 ・・・・・・・ 

 

時系列 

データ 
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4. 標準車両諸元および都市間走行割合 

車両総重量範囲
（ｔ）

最大積載量範囲
（ｔ）

車両重量
（ｋｇ）

最大積載量
（ｋｇ）

定員
（人）

全高
（ｍ）

全幅
（ｍ）

T1 ≦1.5 1,957 1,490 3 1.982 1.695
T2 1.5＜＆≦2 2,356 2,000 3 2.099 1.751
T3 2＜＆≦3 2,652 2,995 3 2.041 1.729
T4 3＜ 2,979 3,749 3 2.363 2.161
T5 7.5＜＆≦8 - 3,543 4,275 2 2.454 2.235
T5 8＜＆≦10 - 3,659 5,789 2 2.625 2.239
T7 10＜＆≦12 - 4,048 7,483 2 2.541 2.350
T8 12＜＆≦14 - 4,516 7,992 2 2.572 2.379
T9 14＜＆≦16 - 5,533 8,900 2 2.745 2.480
T10 16＜＆≦20 - 8,688 11,089 2 3.049 2.490
T11 20＜ - 8,765 15,530 2 2.934 2.490 30

車両重量
（ｋｇ）

最大積載量
（ｋｇ）

定員
（人）

全高
（ｍ）

全幅
（ｍ）

TT1 10,525 24,000 2 2.927 2.490 20
TT2 19,028 40,000 2 2.890 2.490 10

（路線バス）

車両重量
（ｋｇ）

乗車定員
（人）

全高
（ｍ）

全幅
（ｍ）

BR1 5,186 39 2.880 2.072
BR2 6,672 46 2.947 2.301
BR3 7,324 62 2.949 2.304
BR4 8,654 77 2.969 2.385
BR5 9,790 79 2.962 2.490

車両重量
（ｋｇ）

乗車定員
（人）

全高
（ｍ）

全幅
（ｍ）

B1 3,543 29 2.593 2.027
B2 5,622 29 3.019 2.197
B3 6,608 49 3.105 2.314
B4 8,022 58 3.160 2.399
B5 9,774 60 3.168 2.490
B6 12,110 62 3.320 2.490
B7 14,583 51 3.668 2.490

（トラクタ）

区分 標準車両諸元

区分 標準車両諸元燃費
区分
No

＜貨物自動車＞

（トラクタ以外）

燃費
区分
No

都市間
走行割合

（％）

都市間
走行割合

（％）

3.5＜＆≦7.5

10

（トラクタヘッド）車両総重量範囲
（ｔ）

≦20
20＜

燃費
区分
No

区分
車両総重量範囲

（ｔ）

＜乗用自動車（乗車定員11人以上）

12＜＆≦14
14＜＆≦16

16＜

燃費
区分
No

区分

3.5＜＆≦6
6＜＆≦8
8＜＆≦10

車両総重量範囲
（ｔ）

標準車両諸元 都市間
走行割合

（％）

0

10＜＆≦12

14＜

（一般バス）

6＜＆≦8
8＜＆≦10
10＜＆≦12
12＜＆≦14

35

10

都市間
走行割合

（％）

標準車両諸元
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